
東芝キヤリア株式会社 
1999 年、株式会社東芝の空調・設備事業部と米国キヤリア社の合弁会社として営業
を開始。業務用エアコン、産業用熱源機、冷凍機器、換気システム、給湯器など、高
品質の製品とサービスを提供するソリューション会社です。2008 年には東芝キヤリア
空調システムズ株式会社、東洋キヤリア工業株式会社と合併、2014 年には親会社で
ある株式会社東芝と米国ユナイテッドテクノロジｰズ社（UTC）が｢業務用空調事業にお
ける戦略的提携｣に合意するなど、現在も進化を続けています。

CASE STUDY 　東芝キヤリア株式会社（富士工場）　様 

　エントランスホールのリニューアル時にデジタルサイ

ネージを導入するに至った経緯について、東芝キヤリ

ア社富士工場の設備投資および管理を担い、今回のリ

ニューアルを実現させた総務部グループ長の椎名 貴史

氏は以下のように説明します。

椎名氏「実はエントランスホールは 20 年以上リニューア

ルされておらず、受付が 2 階に配置されていました。社

屋に用事があって初めて来社されたお客様の中には、

敷地正門の守衛所で社屋の場所を聞きエントランスま

ではたどり着いたものの、『２階にお上がりください』と

いう矢印看板を見つけられずに迷った方もいらっしゃっ

たと聞いております。また、内線番号表も紙をとじたも

ので、検索性に問題がありました」

　また、エントランスホールで待ち合わせや打ち合わせ

をする場合にも課題があったと、同総務部主務の石榑 

厚紀氏は語ります。

石榑氏「ホールには背もたれのついた待合用のソファー

が 2 つ設置されていましたが、設備が古く照明の数が少

ないためにやや薄暗く、気軽に腰かけるという感じでは

ありませんでした。またお待ちいただく間にご覧いただ

くよう、弊社の商品を紹介する布製のポスターがいくつ

か掲示されていましたが、新製品が出るたびに制作・交

換することはコスト的にも難しく、結果的に情報発信とし

てはふさわしくない、古いものになっていました」

　こうした中、受付や案内の視認性向上や最新の会社情

報・商品情報の提供、ひいては会社全体のイメージアッ

プの手段として、エントランスホール改装と同時にデジ

タルサイネージの採用が検討されました。

　また、時期的にもリニューアルが急がれていたと椎名

氏は言います。

椎名氏「弊社は 2010 年以降、中型・大型の空調機器を

主力として事業を推進してきました。今後 5 年間で空調

事業の売上を倍増するという目標のもと、特に人材育成

に力を入れ 、本年度（2015 年）の GOOD FACTORY 賞で

は私ども富士工場が「ものづくり人材育成貢献賞」を受賞

しました。その流れのもと、今年度も採用枠の拡大が見

込まれており、採用活動が解禁される8月1日までにリ

ニューアルを完了する必要がありました」
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お客様が迷うことなく目的の部署に到達でき、
待ち時間にも退屈しないエントランスホールを実現したい

導入前の課題と背景

導入製品・サービス デジタルサイネージサービス dynaCloud D-Signage

デジタルサイネージでお客様のストレスを軽減、
積極的な情報配信などを通じて会社のイメージアップを実現

さまざまな分野で最適な温度を提供する「ヒートポンプ技術」を軸に、業務用および家庭用の空調システム機器などの設計開発、販売を行ってきた東芝キヤ

リア株式会社。

グローバル構造改革完遂後、海外事業のさらなる発展を目指すため、基幹工場の役割を担う富士工場社屋のエントランスホールを改装。「デジタルサイネー

ジサービス dynaCloud D-Signage」を導入し、アメニティーを大きく向上させました。

課題と背景 ＞ エントランスホールを有効に、機能的に使いたい。
なぜ東芝？ ＞  グループ内企業の連携、フットワークの軽さ。

導入の成果 ＞  内線電話番号の検索性向上、待ち時間も有効活用。
今後の展望 ＞ タッチパネル機器などの追加でさらに快適な空間に。

　具体的にデジタルサイネージを選択する際に重視し

たのは「コンテンツの更新が容易なこと」でした。椎名氏

は次のように話します。

椎名氏「他社に材料を提供して制作を依頼し、完成後

にコンテンツを更新する形態では、どうしても時間が

かかってしまいます。社内でその日のニュースをタイム

リーに反映できるような、なるべく簡易なものを選択し

ました」

　その結果、完全クラウド型のデジタルサイネージサー

ビス dynaCloud D-Signage が採用されました。東芝ビ

限られた納期でデジタルサイネージの導入を実現、
遠隔地からも容易にコンテンツを更新可能

なぜ東芝を選んだか



Before After

来社されたお客様が受付を見つけられないことがあった

紙の内線番号案内では検索性が悪く使いにくかった

ホールでの待ち時間が長く感じられた

エントランスに入る前からウェルカムボードが目に入る

 デジタルサイネージで内線番号を一覧表示

 最新情報を提供して体感時間を短縮

今後の展望

CASE STUDY 　東芝キヤリア株式会社（富士工場）　様

ジネス＆ライフサービス株式会社に所属し、今回のリ

ニューアルに関わったセンター長の岩本 益仁氏は、以下

のように振り返ります。

岩本氏「導入時のコンテンツの一部は遠隔地にある弊

社デザイン部門が制作しましたが、インターネット回線

を利用して直接更新でき、大変便利でした」

また、導 入 前 に 実 際 に Web ブラウザ ー を 使 用した

dynaCloud D-Signage 制作機能でコンテンツを制作し

た同社ビジネスソリューション事業部営業主任の中條 

裕美氏は、その使用感について次のように話します。

中條氏「最初に30 分程度のデモンストレーションと機能

説明を受け、実際に制作に入りました。制作中いくつか

不明点はありましたが、電話で要点を聞いてすぐに解決

し、内線番号表を完成させることができました」

　ハードウェアはコストパフォーマンスの良い東芝製液

晶テレビ・レグザシリーズと、テレビやディスプレイの

HDMI 端子に接続するだけでデジタルサイネージディス

プレイとして使用できるサイネージスティックの組み合

わせが選定されました。すべて東芝製品を採用した理

由について、椎名氏にお聞きしました。

椎名氏「dynaCloud D-Signage は、インターネット回線

を通じて、遠隔操作でコンテンツの更新・運用が可能な

システムです。今回弊社が社内有線 LAN を経由するソ

リューションを選択したこともあり、使用機器には高いセ

キュリティ性の確保が求められました。東芝情報機器株

式会社の担当者様とは、すでに PC などの豊富な納入実

績から、セキュリティーの面でも信頼関係が構築されて

おり、スムーズに導入することができました」

　リニューアル完了時には、内線電話番号を案内する

ウェルカムボード用に 1 組、エントランスホールで会社

情報や製品情報を提供する情報提供用に 1 組が導入さ

れ、稼働しました。

　では、デジタルサイネージの導入により、エントラン

スホールはどう変わったのでしょうか。石榑氏は運用開

始時のことを次のように振り返ります。

石榑氏「導入当初はネットワークのセキュリティ設定な

どに手間どることもありましたが、東芝情報機器株式会

社様等のサポートもあり、うまくクリアすることができま

した。現在は 2 台とも問題なく動作しています」

　さらに使用するに従って、運用も効率化されていると

石榑氏は言います。

石榑氏「当初は毎朝手動で電源を入れていましたが、現

在はスケジュール機能を利用して自動で電源のオン・オ

フが行われるように設定しました。各種設定を工夫する

ことで、今後さらに省力化・効率化できると考えていま

す」

　ウェルカムボードは正門から社屋に近づく際、自然に

目に入る位置に設置しました。その効果について椎名氏

はこう語ります。

椎名氏「エントランスを入ってすぐに目に入り、内線電話

番号も一覧表示されているので、だいぶスマートに利用

されているように感じます」

　また、情報提供用ボードも会社の知名度アップに一役

買っているようです。

椎名氏「ホール内の展示物と合わせ、弊社の社名を覚え

ていただくとともに、弊社の製品が新幹線の客車車両や

スカイツリーの展望台にも使われていることを周知する

効果は大きいと思います」

　今後のデジタルサイネージの活用方法について、石榑

氏に伺いました。

石榑氏「今期は例年と比較しても多くの新製品の開発・

販売が予定されています。新商品が出たタイミングに合

わせて、タイムリーな情報更新を実践したいと思ってい

ます。コンテンツの制作はパワーポイントのような操作

感で取り組みやすく、更新操作も容易なので、いろいろ

なコンテンツを作ってみたいと思っております」

　さらに機器追加の予定についても石榑氏にお伺いし

ました。

石榑氏「エントランスホール中央部には、将来の拡張性

を確保するためのハブと電源を敷設してあります。一例

を挙げれば、ここに高さ1メートルほどの台座を設置し

て、インタラクティブに情報を引き出せるタブレット型端

末を数台配置するなどの利用を想定しています。今後は

こうした取り組みを通じて、さらにエントランスホールの

情報発信力を高めていきたいと考えています」

　最後に、今後の目標について椎名氏にお聞きしまし

た。

椎名氏「現在はまだ導入初期で、デジタルサイネージを

使い始めたばかりです。今後、デジタルサイネージを活

用することで、さらにお客様をお迎えするにふさわしい

エントランスになると期待しています」

内線番号を一覧表示して検索性を向上、
お客様の待ち時間に会社情報や商品情報をPR

デジタルサイネージの性能を最大限に利用し、
さらにアメニティーの高いエントランスホールの実現を

導入の成果

ユーザーコメント
デジタルサイネージを活用することで、さらにお

客様をお迎えするにふさわしいエントランスにな

ると期待しています。

株式会社東芝
※上記コメントはお客様個人のご意見・ご感想であり、当社の見解を示すものではありません。
※製品、サービス、サポート内容の詳細は、弊社お問い合わせ窓口（東芝情報機器株式会社）までお問い合わせください。製品の仕様、機能は予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
※この記事は 2015 年 11月に取材した内容を基に構成しています。記事内における数値データ、組織名、役職などは取材時のものです。

東芝ビジネス＆ライフサービス株式会社
ビジネスソリューション＆サービス事業部
富士ドキュメントセンター センター長

岩本 益仁 氏

エントランスホールのデザイン全般、
機材導入において協力。

東芝ビジネス＆ライフサービス株式会社
ビジネスソリューション事業部
富士ドキュメントセンター 営業主任

中條 裕美 氏

導入に先立ち、テスト環境でコンテン
ツ制作を体験。


